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東京電力・IIASA共同研究

研究目的

技術の普及に伴うコストダウン効果（ラーニング）及び二酸化
炭素排出規制が新技術の普及に与える影響を調査する

どの新技術が二酸化炭素削減のためのポテンシャルが高い
か調査する

作成したシナリオ（MESSAGEモデル使用）
T-F シナリオ (ラーニングなし：ベンチマーク)
T-L シナリオ (ラーニングあり) 
T-F 550 シナリオ (ラーニングなし、二酸化炭素規制あり)
T-L 550 シナリオ (ラーニングあり、二酸化炭素規制あり)
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アウトライン

調査対象とした新技術

コンバインドサイクル発電設備

（二酸化炭素回収あり/なし）

高温型燃料電池

（二酸化炭素回収あり/なし）

水素製造技術

（二酸化炭素回収あり/なし）

ラーニングについて

シナリオ分析

結論
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アウトライン

調査対象とした新技術

コンバインドサイクル発電設備

（二酸化炭素回収あり/なし）

高温型燃料電池

（二酸化炭素回収あり/なし）

水素製造技術

（二酸化炭素回収あり/なし）

ラーニングについて

シナリオ分析

結論
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コンバインドサイクル発電設備
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高温型燃料電池
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アウトライン

調査対象とした新技術

コンバインドサイクル発電設備

（二酸化炭素回収あり/なし）

高温型燃料電池

（二酸化炭素回収あり/なし）

水素製造技術

（二酸化炭素回収あり/なし）

ラーニングについて

シナリオ分析

結論
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ラーニング
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ラーニングカーブ
C(x)=ax-b

•プログレスレシオ
PR=2-b

•ラーニングレート
LR=1-PR
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本調査でのラーニングレート
調査対象 LR 備考

NGCC 10%

IGCC 10%

燃料電池（ガス燃料） 10%

燃料電池（石炭燃料） 10%

ガス 10%

石炭 10%

バイオマス 10%

ガス発電設備 13%

石炭発電設備 13%

IGCC 13%

燃料電池（ガス燃料）l 13%

燃料電池（石炭燃料） 13%

水素製造（ガス） 13%

水素製造（石炭） 13%

相互ラーニングあり
(エネルギー変換前CO２
回収)

相互ラーニングあり
(燃焼後CO2回収)

二酸化炭素回収技術

水素製造技術

燃料電池

コンバインドサイクル
発電設備
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アウトライン

調査対象とした新技術

コンバインドサイクル発電設備

（二酸化炭素回収あり/なし）

高温型燃料電池

（二酸化炭素回収あり/なし）

水素製造技術

（二酸化炭素回収あり/なし）

ラーニングについて

シナリオ分析

結論
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発電量（２１００年）
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天然ガス、石炭、バイオマスからの水素
製造量
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ガス、石炭、バイオマスからの水素製造
量とシェア
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炭素排出量
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二酸化炭素排出規制（５５０ｐｐｍ）達成時
の炭素削減量内訳
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各二酸化炭素回収技術のシェア
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アウトライン

調査対象とした新技術

コンバインドサイクル発電設備

（二酸化炭素回収あり/なし）

高温型燃料電池

（二酸化炭素回収あり/なし）

水素製造技術

（二酸化炭素回収あり/なし）

ラーニングについて

シナリオ分析

結論



18/19

結論 (1/2)

技術の普及に伴うコストダウン効果（ラーニング）と
二酸化炭素規制が新技術の普及に与える影響を分
析する

ラーニングにより特に燃料電池の普及が促進され、
NGCCはシェアを減らした

二酸化炭素規制は燃料電池の燃料を石炭から天然
ガスにシフトさせ、IGCCの普及を促進させた
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結論 (2/2)

どの新技術が二酸化炭素削減のためのポテ
ンシャルが高いか調査する

二酸化炭素回収技術は二酸化炭素排出削減に高い
ポテンシャルを持っている

二酸化炭素回収技術の中でもIGCC用が最も二酸化
炭素排出削減に貢献した
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